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令和 7 年 1 月 24 日 発行

※関連記事を P.9 でご紹介しております。

わたしたちの主張
中学生議会
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条

例

制

定

等

○
議
案
第
１
号

福
祉
医
療
費
支
給
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
中
で
、

健
康
保
険
法
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
福
祉
医
療
費
支
給

に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て
所
要

の
改
正
を
し
ま
し
た
。

○
議
案
第
７
号

民8

財
産
の
所
得

【
取
得
す
る
財
産
】
ガ
バ
メ
ン

ト
ク
ラ
ウ
ド
接
続
用
庁
内
サ
ー

バ
及
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器

【
取
得
金
額
】
１
千
695
万
340
円

【
契
約
の
相
手
方
】
栃
木
県
宇

都
宮
市
鶴
田
町
1758
番
地

（
株
）
Ｔ
Ｋ
Ｃ

代
表
取
締
役
社
長

飯
塚
真
規

【
契
約
の
方
法
】
随
意
契
約

○
議
案
第
８
号

民8

工
事
請
負
契
約
事
項
の
変
更

【
契
約
の
対
象
】
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
事
業
中
央
通
り

整
備
工
事
（
第
２
期
）

【
契
約
金
額
】
１
億
１
千
990
万
円

か
ら
１
億
３
千
953
万
５
千
円
へ
変
更

【
契
約
の
相
手
方
】
群
馬
県
吾

妻
郡
草
津
町
大
字
草
津
266-

14

（
株
）
武
藤
組

　
　

  

代
表
取
締
役

武
藤
恭
平

【
契
約
の
方
法
】
指
名
競
争
入

札
（
設
計
変
更
に
伴
う
契
約
の

変
更
）

○
議
案
第
９
号

民8

建
設
工
事
事
業
に
関
す
る
協

定
事
項
の
変
更

【
協
定
の
対
象
】
令
和
４
年
度
下

水
処
理
場
第
２
期
建
設
工
事
事
業

に
関
す
る
協
定

【
協
定
金
額
】
６
億
８
千
200
万
円

か
ら
８
億
１
千
600
万
円
へ
変
更

【
協
定
の
相
手
方
】
東
京
都
文
京

区
湯
島
２
丁
目
31
番
27
号

日
本
下
水
道
事
業
団

　
　
　
　
　

理
事
長

黒
田
憲
司

【
協
定
の
方
法
】
随
意
契
約

（
内
容
変
更
に
伴
う
協
定
の
変
更
）

○
議
案
第
10
号

温8

  

温
泉
引
用
許
可

【
施
設
名
】
た
な
か
屋

【
源
泉
名
】
万
代

【
給
湯
量
】
４
ℓ
／
分

【
申
請
者
】
田
中
一
雄

○
議
案
第
11
号

温8

温
泉
引
用
者
移
転
許
可

【
施
設
名
】
（
仮
称
）
草
津
グ

リ
ー
ン
パ
ー
ク
パ
レ
ス

【
源
泉
名
】
万
代

【
給
湯
量
】
40
ℓ
／
分

【
申
請
者
】

新

明
和
地
所
（
株
）

代
表
取
締
役

原
田
英
明

旧
（
株
）
カ
ナ
イ

　
　
　

代
表
取
締
役

金
井   

久

〇
議
案
第
12
号

温8
　
　

温
泉
引
用
許
可
事
項
の
変
更

【
施
設
名
】
泉
水
別
邸

【
源
泉
名
】
湯
畑

【
給
湯
量
】
９
ℓ
／
分

【
申
請
者
】
（
株
）
奈
良
屋

代
表
取
締
役

小
林
禮
子

　
　

○
選
挙
第
１
号

議8

  

選
挙
管
理
委
員
の
選
挙

選
挙
管
理
委
員

・
土
田
陽
一
さ
ん
（
再
任
）

・
佐
藤
純
一
さ
ん
（
再
任
）

・
市
川
秀
雄
さ
ん
（
再
任
）

・
髙
原
美
也
子
さ
ん
（
再
任
）

選
挙
管
理
委
員
補
充
員

・
根
岸
泰
介
さ
ん
（
再
任
）

・
冨
澤
典
子
さ
ん
（
新
規
）

・
重
田
一
郎
さ
ん
（
新
規
）

・
諏
訪
英
二
さ
ん
（
新
規
）

議案はそれぞれの担当委員会で詳細な審議が
行われた後、最終日の本会議で議決されました。

総8 …  総務観光常任委員会
民 …8  民教土木常任委員会

温 …8  温泉温水対策特別委員会
議 …8  議会運営委員会

定 例 会

契

約
（

変

更

）

許

可

人

事

▲建設中の下水処理場
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〇
報
告
第
１
号　
　

 
 

第
３
セ
ク
タ
ー
等
の
会
社
に

か
か
る
決
算
報
告

吾
妻
広
域
町
村
圏
振
興
整
備

組
合
、
西
吾
妻
福
祉
病
院
組

合
、
西
吾
妻
衛
生
施
設
組
合
、

吾
妻
環
境
施
設
組
合
の
決
算
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

〇
報
告
第
２
号　
　
　
 
 
 

温
泉
引
用
者
名
義
書
き
換
え

【
施
設
名
①
】
ニ
ュ
ー
い
ず
み

【
源
泉
名
①
】
万
代

【
給
湯
量
①
】
８
ℓ
／
分

【
申
請
者
①
】
新

山
口
秀
樹

　
　
　
　
　
　

旧

山
口
武
治

【
施
設
名
②
】
宿
こ
い
け

【
源
泉
名
②
】
万
代

【
給
湯
量
②
】
８
ℓ
／
分

【
申
請
者
②
】
新

小
池
玲
子

　
　
　
　
　
　

旧

小
池
定
伸

〇
報
告
第
３
号

温
泉
高
度
利
用
許
可

【
施
設
名
①
】
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｙ
Ａ

Ｄ
Ｏ

Ｂ
Ａ
Ｅ
Ｌ
Ｚ

【
源
泉
名
①
】
万
代

【
給
湯
量
①
】
17
ℓ
／
分

【
申
請
者
①
】
（
有
）
ベ
ル
ツ

   

代
表
取
締
役

佐
藤
あ
や
子

【
施
設
名
②
】
源
泉
一
乃
湯

【
源
泉
名
②
】
湯
畑

【
給
湯
量
②
】
63
ℓ
／
分

【
申
請
者
②
】
（
株
）
奈
良
屋

　
　

  

代
表
取
締
役

小
林
禮
子

令和６年度　１２月補正予算　（一般会計・特別会計）
会　計　名 補　正　額 主　な　内　容　（　歳　出　） 総　額

議案第２号
一般会計（第５次） 総8・民8 

+ 4 億 5,169 万円

千客万来事業会計繰出金 + 3億円

58億 9,637 万円

町内事業者振興事業（くさつ温泉感
謝券） + 4,420 万円

ふるさと納税事業 + 2,760 万円
災害復旧事業 + 1,850 万円
都市計画整備事業 + 1,845 万円
その他 + 4,294 万円

議案第３号
国民健康保険特別会計（第３次）　民8 

+ 259 万円 一般被保険者高額療養事業 + 259 万円 7億 7,985 万円

議案第４号
介護保険特別会計（第 2次）　民8 

+ 4,928 万円
施設介護サービス給付事業 + 2.341 万円

6億 3,589 万円介護給付費準備基金積立事業 + 1,915 万円
その他 + 672 万円

議案第５号
後期高齢者医療特別会計 (第２次 )　民8

+ 783 万円
他会計繰出金 + 420 万円

1億 5,408 万円後期高齢者医療広域連合納付事業 + 363 万円

令和 6年度　１２月補正予算　（企業会計）
会　計　名 補　正　額 総　額

議案第 6号
千客万来事業会計（第３次）　総8 

収益的 収　入 + 6,905 万円 4億 3,372 万円
支　出 + 106 万円 2億 6,981 万円

資本的 収　入 + 3億円 4億 2,710 万円
支　出 + 3億 3,450 万円 7億 6,853 万円

報

告

第３セクターとは？
地域開発などのために、地方公共団体（第１セクター）と民間企業（第２セクター）が共同出資して設立する事業体のこと。

会議録内容や、議会内容をインターネットで見られます会議録内容や、議会内容をインターネットで見られます
令和４年（2022 年）第３回（３月定例会）以降、記録を公開しています。

閲覧方法
〇草津町役場ホームページ（https://www.town.kusatsu.gunma.jp/）のトップページから
「草津町議会」→「草津町議会会議録」・「本会議中継録画配信」

草津町議会会議録 本会議中継録画配信
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付
託
議
案

【
議
案
２
号

令
和
６
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
次
）】

Ｑ

庁
舎
施
設
管
理
事
業
の
な
か
で
、

軒
天
改
修
工
事
と
あ
る
が
内
容
は
？

Ａ

役
場
駐
車
場
が
わ
の
天
井
部
分
に

穴
が
開
い
て
い
る
。
工
事
着
手
ま
で
に

３
カ
月
か
か
る
こ
と
か
ら
、
防
護
ネ
ッ

ト
で
軒
下
を
覆
う
も
の
。　
　

Ｑ

公
有
財
産
購
入
費
の
中
で
土
地
購

入
費
と
あ
る
が
、
ど
こ
の
部
分
か
？

Ａ

温
泉
門
の
下
の
部
分
。
534
．
92
㎡

Ｑ

林
業
水
産
振
興
費
の
中
で
、
有
害

鳥
獣
捕
獲
実
施
費
用
が
増
額
と
な
っ
て

い
る
が
？

Ａ

今
年
度
出
動
回
数
の
増
加
に
よ
る

も
の
。
昨
年
度
は
196
回
。
今
年
度
は
294

回
と
過
去
最
高
の
出
動
回
数
で
あ
っ

た
。

【
議
案
６
号

令
和
６
年
度
千
客
万
来

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
３
次
）】

Ｑ

収
益
的
収
入
で
、
７
，
０
０
０
万

円
の
増
額
と
あ
る
が
、
具
体
的
に
は
？

Ａ

観
光
公
社
の
売
り
上
げ
が
、
全
体

で
15
％
の
増
加
。
指
定
管
理
料
の
減
免

を
見
直
し
た
た
め
の
増
額
。

総務観光常任委員会

１２月定例議会
委員会審査・報告

議案はそれぞれの担当委員会に付託され
詳細な審議が行われました。

安齋 　努 委員 黒岩 　卓 委員長直井 新吾 委員 市川 祥史 副委員長金丸 勝利 委員安井 尚弘 委員

民教土木常任委員会

湯本 晃久 委員 上坂 国由 委員長小林 純一 委員 直井 新吾 副委員長宮﨑 謹一 委員有坂 太宏 委員

付
託
議
案

【
議
案
２
号

一
般
会
計
補
正
予
算
】

Ｑ

災
害
復
旧
工
事
の
内
容
は
？

Ａ

８
月
14
日
の
大
雨
に
よ
り
、
前
口

草
津
カ
ン
ト
リ
ー
付
近
の
路
肩
崩
落
で

あ
り
、
擁
壁
・
道
路
・
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

の
補
修
作
業
と
な
る
。　
　

Ｑ

老
人
福
祉
費
に
お
け
る
備
品
購
入

費
の
内
容
は
？

Ａ

老
人
ク
ラ
ブ
の
サ
ロ
ン
活
動
に
お

け
る
椅
子
・
テ
ー
ブ
ル
購
入
費
で
あ
り
、

各
区
か
ら
の
希
望
合
計
数
に
な
る
。

Ｑ

戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費
に
お
け
る

Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
設
定
費
及
び
工
作
物
工
事

の
内
容
は
？

Ａ

Ｒ
７
年
３
月
24
日
か
ら
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用
で
パ
ス
ポ
ー
ト
の

電
子
申
請
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
為
。

【
議
案
４
号

介
護
保
険
補
正
予
算
】

Ｑ

居
宅
介
護
住
宅
改
修
増
額
理
由
は
？

Ａ

利
用
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

主
な
内
容
は
手
す
り
設
置
例
が
多
い
。

【
議
案
７
号

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
】

Ｑ

購
入
機
器
の
ス
ペ
ッ
ク
は
国
の
基

準
か
？
ま
た
購
入
価
格
が
安
い
訳
は
？

Ａ

基
準
に
沿
っ
た
機
器
の
購
入
で
あ

る
。
広
域
で
一
括
購
入
す
る
こ
と
で
価

格
が
抑
え
ら
れ
て
い
る
。
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付
託
議
案

【
議
案
10
号

温
泉
引
用
許
可
に
つ
い
て
】

委
員
か
ら
は
、
新
規
に
な
る
理
由
な
ど

に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
、当
局
か
ら
「
旧

所
有
者
が
給
湯
を
開
始
し
た
日
か
ら
起
算

し
て
連
続
５
年
以
上
経
過
し
て
い
な
い
こ

と
か
ら
第
４
条
の
規
定
に
よ
る
新
規
で

の
温
泉
引
用
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
も

の
」
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

申
請
内
容
は
、
草
津
町
温
泉
使
用
条
例

に
基
づ
く
適
正
な
も
の
で
あ
り
、
当
委
員

会
は
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
原
案
の
と
お

り
承
認
す
る
こ
と
と
し
た
。

【
議
案
11
号

温
泉
引
用
者
移
転
許
可
に

つ
い
て
】

委
員
か
ら
は
、
定
款
や
営
業
な
ど
に
つ

い
て
の
質
問
が
あ
り
、
当
局
よ
り
定
款
や

今
後
の
利
用
状
況
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
。

申
請
内
容
は
、
草
津
町
温
泉
使
用
条
例

に
基
づ
く
適
正
な
も
の
で
あ
り
、
当
委
員

会
は
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
原
案
の
と
お

り
承
認
す
る
こ
と
と
し
た
。

【
議
案
12
号

温
泉
引
用
許
可
事
項
の
変

更
に
つ
い
て
】

「
株
式
会
社
奈
良
屋

代
表
取
締
役

小
林
禮
子
」
氏
の
「
源
泉
一
乃
湯
」
に
温

泉
引
用
許
可
が
さ
れ
て
い
る
湯
畑
源
泉
、

72
ℓ
／
分
の
う
ち
、
９
ℓ
／
分
を
「
泉
水

別
邸
」
に
給
湯
す
る
変
更
申
請
。

当
局
よ
り
、
湯
畑
源
泉
に
つ
い
て
の
考

え
方
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
新
規
で

は
な
く
変
更
と
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、

町
当
局
よ
り
申
請
者
に
提
案
し
た
と
の
こ

と
。申

請
内
容
は
、
草
津
町
温
泉
使
用
条
例

に
基
づ
く
適
正
な
も
の
で
あ
り
、
当
委
員

会
は
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
原
案
の
と
お

り
承
認
す
る
こ
と
と
し
た
。

付
託
議
案
外

【
温
泉
熱
の
発
電
へ
の
活
用
に
つ
い
て
】

万
代
源
泉
の
温
泉
熱
を
利
用
し
た
発
電

（
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
）
に
つ
い
て
、
当
局

よ
り
資
料
に
よ
る
説
明
が
あ
り
、
進
め
て

い
き
た
い
旨
の
説
明
が
あ
っ
た
。

各
委

員
よ
り
意
見
が
出
さ
れ
、
調
査
・
研
究
を

進
め
る
よ
う
お
願
い
を
し
た
。

【
令
和
６
年
度

草
津
町
・
草
津
町
議
会

視
察
研
修
に
つ
い
て
】

令
和
６
年
10
月
１
日
〜
３
日
の
行
程
で

鹿
児
島
県
指
宿
市
、
愛
媛
県
松
山
市
に
議

員
10
名
、
町
長
、
副
町
長
、
事
務
局
４
名

で
視
察
研
修
を
行
っ
た
。

１
日
目
は
「
砂
蒸
し
風
呂
」
で
有
名
な

指
宿
温
泉
を
視
察
し
、
指
宿
市
役
所
の

方
々
の
心
温
ま
る
歓
迎
を
受
け
、
市
内
の

観
光
状
況
や
地
熱
発
電
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
。

２
日
目
に
は
山
川
地
熱
発
電
所
を
視
察

し
発
電
所
の
概
要
、
特
徴
、
仕
組
み
等
に

つ
い
て
丁
寧
な
説
明
を
受
け
た
。
ま
た
、

観
光
施
設
の
視
察
と
し
て
、「
知
覧
特
攻

平
和
会
館
」
や
鹿
児
島
世
界
文
化
遺
産
で

あ
る
「
仙
厳
園
」
を
視
察
し
た
。

３
日
目
は
愛
媛
県
松
山
市
に
お
い
て
、

歴
史
的
建
造
物
で
あ
る
道
後
温
泉
本
館
を

視
察
し
た
。
さ
ら
に
観
光
施
設
の
視
察
と

し
て
松
山
城
を
視
察
し
、
最
上
天
守
閣
か

ら
見
た
松
山
市
の
素
晴
ら
し
い
景
観
に
感

動
し
た
。

今
回
の
視
察
研
修
は
、
地
域
の
魅
力
と

先
進
技
術
の
両
面
か
ら
学
ぶ
貴
重
な
機
会

で
あ
っ
た
。
初
日
の
指
宿
温
泉
や
地
熱
発

電
の
視
察
で
は
、
地
域
の
自
然
資
源
を
観

光
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
活
用
し
て
い
る

実
例
に
感
銘
を
受
け
た
。
特
に
、
地
熱

発
電
は
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し

て
注
目
さ
れ
る
べ
き
取
り
組
み
で
あ
る
と

感
じ
た
。
ま
た
、
２
日
目
の
知
覧
特
攻
平

和
会
館
や
仙
厳
園
の
視
察
で
は
、
歴
史
と

文
化
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
さ
せ
ら
れ

た
。
最
終
日
の
松
山
城
や
道
後
温
泉
本
館

の
視
察
も
素
晴
ら
し
く
、
日
本
の
歴
史
と

美
し
い
景
観
を
堪
能
で
き
た
。
視
察
を
通

じ
て
、
地
域
活
性
化
や
観
光
振
興
へ
の
具

体
的
な
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
た
。

温泉温水対策特別委員会

上坂 国由 委員

安井 尚弘 委員長

安齋 　努 委員

黒岩 　卓 副委員長宮﨑 謹一 委員

直井 新吾 委員

バイナリー発電とは？

加熱源により沸点の低い媒体を
加熱・蒸発させてその蒸気でタ
ービンを回す方式です。
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議

案

第

２

号

湯本晃久 議員

安齋　努 議員

上坂国由 議員金丸勝利 議員

有坂太宏 議員

【
Ｒ
６
草
津
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
５
次
）】

歳
入
【
農
林
水
産
業
費
／
有
害
鳥

獣
対
策
事
業
】

Ｑ

増
額
の
要
因
は
？

A

総
務
課
長

今
年
は
ク
マ
、
イ
ノ
シ
シ
の
出

没
が
多
く
、わ
な
、お
り
を
仕
掛
け
、

そ
の
点
検
を
猟
友
会
が
行
っ
て
い

る
。
こ
れ
を
含
め
る
と
、
過
去
最

高
の
出
動
回
数
に
な
っ
て
い
る
た

め
。

歳
出
【
民
生
費
／
老
人
福
祉
費
事

務
費
】

Ｑ

庁
用
器
具
費
の
内
容
は
？

A

福
祉
課
長

老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
机
、
椅
子
の

購
入
費

A

町
長

あ
る
区
か
ら
区
民
館
で
サ
ロ

ン
開
催
時
に
高
齢
者
が
座
る
椅

子
の
設
置
を
求
め
る
要
請
が
あ

り
、
全
区
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
た
。
必
要
な
数
を
集
計

し
、
高
齢
者
の
集
ま
り
を
支
援
す

る
事
業
と
し
て
計
上
し
た
。
予
算

は
289
万
4000
円
で
不
足
す
る
可
能

性
が
あ
る
が
柔
軟
に
対
応
す
る
。

①
歳
出
【
議
会
費
費
／
議
会
運
営

事
業
】

Ｑ

議
員
控
え
室
の
テ
レ
ビ
買

い
替
え
の
こ
と
だ
が
、
リ
サ
イ
ク

ル
料
は
購
入
時
に
支
払
わ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
予

算
よ
り
も
安
価
で
購
入
で
き
る

の
で
は
な
い
か
？

A

議
会
事
務
局
長

平
成
26
年
３
月
に
購
入
し
て
お

り
、
そ
の
時
に
リ
サ
イ
ク
ル
料
を

支
払
っ
て
い
る
の
か
不
明
な
状
況
。

ま
た
、
テ
レ
ビ
は
業
者
に
相
談
し

た
結
果
、
こ
の
予
算
で
計
上
さ
せ

て
頂
い
た
。

A

町
長

録
画
機
能
の
つ
い
た
テ
レ
ビ

を
導
入
す
る
な
ど
、
活
用
が
で

き
、
納
得
す
る
形
で
購
入
す
る
。

②
【
農
林
水
産
業
費
／
有
害
鳥
獣

対
策
対
策
事
業
】

Ｑ

ク
マ
鈴
の
配
布
方
法
や
使

用
方
法
は
？

A

総
務
課
長

小
中
学
生
や
園
児
の
安
全
対
策

と
し
て
購
入
し
、
教
育
委
員
会
や

こ
ど
も
園
を
通
じ
て
配
布
す
る
。

登
下
校
時
や
園
児
の
散
歩
時
の
使

用
を
想
定
し
て
い
る
。

A

町
長

旅
館
に
ク
マ
が
侵
入
し
た
と

い
う
話
を
受
け
、
登
下
校
時
の
子

ど
も
の
安
全
を
考
慮
し
た
案
か

ら
始
ま
っ
た
。
鈴
は
ク
マ
な
ど
か

ら
の
危
険
回
避
に
も
役
立
つ
と

判
断
し
、
生
徒
全
員
分
を
用
意
。

（
再
質
問
）

Ｑ

鈴
は
今
年
だ
け
配
布
す
る
の

か
？

A

町
長

今
回
限
り
で
は
無
く
、
ク
マ
鈴

を
持
た
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
良
い

効
果
が
あ
れ
ば
予
算
を
取
り
新
し

い
生
徒
に
も
配
布
す
る
。

【
土
木
費
／
都
市
計
画
整
備
事
業
】

Ｑ

御
座
之
湯
の
浴
槽
の
張
替

は
木
の
浴
槽
か
石
の
浴
槽
か
。
ま

た
、
劣
化
し
た
事
に
よ
る
も
の

か
？

A

企
画
創
造
課
長

木
の
浴
槽
の
張
替
工
事
。
10
年

を
超
え
た
と
こ
ろ
で
浴
槽
の
張
替

が
予
定
さ
れ
て
い
た
も
の
。

A

町
長

浴
槽
が
10
年
た
っ
た
と
こ
ろ

で
漏
れ
が
生
じ
、
材
料
不
足
や
価

格
高
騰
の
影
響
で
修
繕
が
進
ま

ず
、
予
算
の
再
調
整
や
年
度
内
完

成
の
見
通
し
が
つ
か
な
い
。
伝
統

湯
地
蔵
に
つ
い
て
も
10
年
前
に

工
事
を
行
っ
た
が
同
じ
現
象
が

お
き
て
お
り
使
用
で
き
な
い
状

態
。
修
繕
に
は
大
変
お
金
が
か
か

る
事
に
な
る
の
で
判
断
し
て
い

き
た
い
。

【
災
害
復
旧
費
／
災
害
復
旧
事
業
】

Ｑ

工
作
物
工
事
の
内
容
は
？

A

土
木
課
長

町
道
証
判
前
口
線
の
草
津
カ
ン

ト
リ
ー
に
繋
が
る
町
道
で
、
路
肩

側
の
崩
落
に
よ
る
復
旧
工
事
を
国

庫
補
助
申
請
と
し
て
実
施
す
る
も

の
。

A

町
長

町
道
の
底
地
が
民
間
所
有
の

場
合
、
国
の
補
助
金
や
交
付
税

の
対
象
と
し
な
い
国
の
ル
ー
ル

が
あ
る
。
道
路
を
認
定
し
て
町
民

の
利
便
性
を
高
め
る
取
り
組
み

を
行
っ
て
き
た
も
の
の
、
特
殊
な

権
利
関
係
が
絡
ん
で
い
る
が
、
今

回
、
草
津
カ
ン
ト
リ
ー
所
有
の
土

地
に
つ
い
て
は
寄
附
を
受
け
、
町

有
地
と
す
る
こ
と
で
工
事
を
進

め
る
。

議案質疑
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議

案

第

8

号

議

案

第

12

号

市川祥史 議員

黒岩　卓 議員小林純一 議員

議案質疑

6

【
工
事
請
負
契
約
事
項
の
変
更
】

Ｑ

詳
細
を
。
ま
た
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
事
業
の
増
額
分

も
交
付
対
象
と
な
る
の
か
？

A

土
木
課
長

木
塀
の
設
置
個
所
の
増
加
、
交

通
誘
導
員
の
追
加
や
店
舗
装
石
張

り
な
ど
の
面
積
の
増
額
に
よ
る
増

額
。
そ
の
部
分
も
交
付
金
の
対
象

に
含
め
申
請
す
る
。

A

町
長

国
の
交
付
税
は
詳
細
な
内
訳
が

無
く
、
申
請
し
て
入
っ
た
分
で
判

断
せ
ざ
る
を
得
な
い
た
め
、
予
算

の
段
階
で
は
推
測
で
行
う
し
か
な

い
。
国
の
財
政
事
情
に
よ
っ
て
毎

年
変
わ
っ
て
く
る
が
、
可
能
な
限

り
交
付
税
や
補
助
金
の
対
象
事
業

と
し
て
申
請
し
て
い
る
。
ま
た
、

塀
の
設
置
延
長
が
増
え
た
が
地
主

の
了
解
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

中
央
通
り
の
舗
装
は
年
内
に
完
成

で
き
る
見
通
し
が
つ
い
て
い
る
。

さ
ら
に
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
の
復

旧
も
進
め
、
視
覚
障
碍
者
が
困
ら

な
い
よ
う
仕
組
み
づ
く
り
を
行
う
。

Ｑ

今
後
、
湯
畑
ま
で
同
じ
よ
う

に
整
備
し
て
い
く
の
か
？

A

町
長

中
央
通
り
の
整
備
で
は
、
車
道

と
歩
道
を
フ
ラ
ッ
ト
に
し
、
デ
ザ

イ
ン
や
舗
装
で
区
別
す
る
こ
と

で
安
全
性
の
効
果
を
得
て
い
る
。

信
号
か
ら
湯
畑
、
滝
下
通
り
を
通

っ
て
大
滝
乃
湯
ま
で
つ
な
げ
る

整
備
を
す
る
べ
き
で
な
か
ろ
う

か
と
思
う
。
ま
た
、
車
が
大
混
雑

を
し
た
場
合
に
は
群
大
病
院
跡

地
を
活
用
し
て
車
を
外
周
に
誘

導
し
、
中
心
街
は
歩
い
て
も
ら
う

構
造
、
こ
れ
が
町
が
考
え
て
い
る

仕
組
み
作
り
で
あ
る
。

【
温
泉
引
用
許
可
事
項
の
変
更
】

Ｑ

１
点
目

許
可
湯
量
は
書

類
上
変
わ
ら
な
い
が
実
際
の
使

用
湯
量
が
増
加
す
る
以
上
、
新
規

扱
い
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
？

　
　

２
点
目

許
可
湯
量
の
移

動
は
前
例
が
な
い
こ
と
か
ら
、
新

規
扱
い
の
方
が
今
後
の
対
応
が

し
や
す
い
の
で
は
な
い
か
？

　
　

３
点
目

移
動
に
伴
う
経

費
の
処
理
方
法
は
？

A

町
長

私
が
特
定
の
事
業
者
に
ま
た

利
益
を
与
え
た
と
言
わ
れ
散
々

な
思
い
の
中
で
判
断
し
た
。
湯
量

は
今
後
あ
る
程
度
ブ
レ
ー
キ
を

か
け
ざ
る
を
得
な
い
中
で
、
こ
の

よ
う
な
形
を
と
っ
た
。
新
規
の
扱

い
は
今
後
厳
し
く
な
り
、
高
度
利

用
で
温
泉
を
節
約
し
よ
う
と
い

う
理
論
が
働
く
。
今
回
の
件
は
シ

ン
プ
ル
に
許
可
す
れ
ば
よ
か
っ

た
か
も
し
れ
な
い
が
、
世
論
が
言

う
な
ら
新
た
に
申
請
の
や
り
直

し
を
さ
せ
れ
ば
い
い
と
思
う
が
、

ま
た
考
え
て
み
た
い
。
こ
れ
は
法

令
違
反
で
も
な
く
、
私
の
裁
量
権

の
判
断
で
あ
る
と
い
う
中
で
議

会
の
意
見
を
仰
ぎ
た
い
。

○町議会に対する請願書の提出には、紹介議員が必要です。
○陳情は、請願とほぼ同じ扱いですが、議員の紹介なしで提出できます。
○採択となった請願・陳情について、執行機関は実行の義務はありませんが、議会の意思として十分に
　尊重されています。

次の事項の記載をお願いします。（決まった書式はありません）
①請願（陳情）の表題・趣旨・理由
②提出年月日
③請願（陳情）者の住所・氏名・印
④請願の場合は、紹介議員の著名（または記名押印）
⑤連名の場合は代表者を記入し、名簿を添付する。
⑥あて先…草津町議会議長
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○
議
案
第
１
号

千
客
万
来
事
業
会
計
補
正
予
算

○
議
案
第
２
号

総8

工
事
請
負
契
約
の
締
結

【
契
約
の
対
象
】

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事

業
草
津
温
泉
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

乗
降
場
整
備
工
事

【
金
額
】
８
千
470
万
円

【
相
手
方
】（
株
）
柴
山
建
設

　
　

  

代
表
取
締
役

柴
本
和
巳

【
契
約
の
方
法
】
指
名
競
争
入
札

不
落
に
よ
る
随
意
契
約

○
議
案
第
３
号

民8

財
産
の
取
得

【
取
得
す
る
財
産
】

住
基
ネ
ッ
ト
専
用
Ｃ
Ｓ
サ
ー
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
台

住
基
ネ
ッ
ト
専
用
フ
ァ
イ
ヤ
ー

ウ
ォ
ー
ル　
　
　
　
　
　

１
台

耐
タ
ン
パ
ー
装
置　
　
　

  

２
台

住
基
ネ
ッ
ト
統
合
端
末  

２
台

ペ
ー
ジ
プ
リ
ン
タ　
　
　

  

１
台

そ
の
他
関
連
機
器
一
式

【
金
額
】
１
千
517
万
３
千
400
円

【
相
手
方
】（
株
）
Ｔ
Ｋ
Ｃ

代
表
取
締
役
社
長

飯
塚
真
規

【
協
定
の
方
法
】
随
意
契
約

○
承
認
第
１
号

専
決
処
分
事
項
の
承
認

を
求
め
る
こ
と

議案はそれぞれの担当委員会において詳細な審議
が行われた後、議決されました。

総8 …  総務観光常任委員会
民 …8  民教土木常任委員会　

臨時会　（10月９日開催）
議案はそれぞれの担当委員会において詳細な審議

締

結

契
約
（
変
更
）

令和６年度　補正予算　（企業会計）

会　計　名 補　正　額 総　額

議案第１号
千客万来事業会計（第２次） 総8 

収益的
収入 + 　94万円 3億 6,466 万円

支出 - 　103 万円 2億 6,875 万円

資本的 支出 + 　2,475 万円 ４億 3,403 万円

令和６年度　補正予算　（一般会計・特別会計）

会　計　名 補　正　額 主な内容（歳出） 総　額

承認第１号
一般会計（第４次）

+ 　640 万円
衆議院議員選挙事業 + 　631 万円

54億 4,468 万円群馬県以上支援金事業 + 　12万円
その他 -  3 万円

民教土木常任委員会

付
託
議
案

【
議
案
３
号

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
】

Ｑ

業
者
選
定
及
び
機
器
購
入
と

あ
る
が
設
置
・
設
定
費
な
ど
は
含

ま
れ
る
の
か
？

Ａ

郡
内
で
選
定
し
共
同
調
達
と

な
る
。
機
器
購
入
費
の
ほ
か
に
設

置
か
ら
設
定
ま
で
を
含
む
。
尚
、

５
年
に
一
度
の
定
期
更
新
で
あ
る
。

上坂 国由 委員長直井 新吾 副委員長宮﨑 謹一 委員

湯本 晃久 委員小林 純一 委員有坂 太宏 委員

１０月臨時議会
委員会審査・報告

議案は担当委員会に付託され
詳細な審議が行われました。
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出
席
者
数

賛
　
　
成

反
　
　
対

審
議
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
直
井

新
吾

安
齋
　
　
努

有
坂

太
宏

市
川

祥
史

安
井

尚
弘

小
林

純
一

金
丸

勝
利

上
坂

国
由

湯
本

晃
久

黒
岩
　
　
卓

宮
﨑

謹
一

【１０月９日臨時会】 【
注
】
議
長
は
議
事
進
行
を
行
う
た
め
賛
否
表
明
は
し
ま
せ
ん
。
賛
否
同
数
の
場
合
の
み
「
議
長
議
決
」
と
し
て
表
明
し
ま
す
（
そ
の
場
合
は
「
裁
」
と
記
載
）。

令和６年度　草津町補正予算
千客万来事業会計補正予算（第３次） 11 9 1 可 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
その他
工事請負契約の締結 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
財産の取得 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
承認
専決処分事項の承認を求めること 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【１２月定例会】
条例の一部改正
福祉医療費支給に関する条例の一部を改正する条例 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和６年度　草津町補正予算
一般会計補正予算 ( 第５次） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国民健康保険特別会計補正予算（第３次） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
介護保険特別会計補正予算（第２次） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
後期高齢者医療特別会計補正予算（第２次） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
千客万来事業会計補正予算（第３次） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
その他
財産の取得 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
工事請負契約事項の変更 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
建設工事事業に関する協定事項の変更 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
温泉引用許可（たなか屋 / 万代源泉） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
温泉引用者移転許可（（仮称）草津グリーンパレス / 万代源泉） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
温泉引用許可事項の変更（泉水別邸 / 湯畑源泉） 11 9 1 可 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
選挙管理委員の選挙 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
報告

【報告】第３セクター等の会社にかかる決算報告 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
【報告】温泉引用者名義書き換え（ニューいずみ / 万代源泉、宿こいけ / 万代源泉）11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
【報告】温泉高度利用許可（HANAYADO BAELZ/万代源泉、源泉一乃湯/湯畑源泉）11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
請願・陳情（付託委員会の審議結果についての採択になります）
ケア労働者の賃上げと大幅増員、医療・介護施設への支援拡充を求め
る陳情を不採択にすることについて 11 8 2 可 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○
臓器移植に関わる不正取引、非人道性が疑われる国への渡航移植等を
防止するための法整備等を求める意見書提出の陳情を不採択にするこ
とについて

11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

政党機関紙の庁舎内勧誘行為の実態調査を求める陳情を不採択にする
ことについて 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

審議議案　および　議案審議結果
上程議案・結果

可 ： 可 決     否 ： 否 決     賛 成 ： 〇     反 対 ： ×

件　名 要　旨 請願・陳情者 付託委員会 審査結果

ケア労働者の賃上げと
大幅増員、医療・介護
施設への支援拡充を求
める陳情書

政府は、ケア労働者の低賃金改善を目的に 2024 年の報酬改定で賃
上げ策を導入しましたが、効果は限定的です。群馬県でも介護職員
不足が深刻化し、過酷な労働実態や低賃金から養成施設への入学者
の減少が続いており、改善には賃上げが必要です。
以上の趣旨から地方自治法第 99 条にもとづく意見書を決議していた
だくよう陳情いたします。

前橋市本町
群馬県医療労働組合連合会

中央執行委員長　出浦匠人

民教土木
常任委員会 不採択

臓器移植に関わる不正
取引、非人道性が疑わ
れる国への渡航移植等
を防止するための法整
備等を求める意見書提
出の陳情

国際社会と足並みを揃え、臓器移植に関わる不正な臓器取引、移植
目的の渡航等を防止するための法整備と適切な臓器移植が行われる
必要性について啓発を求める意見書を国へ提出することについて陳
情します。

東京都新宿区西新宿
一般社団法人　中国における臓
器移植を考える会
代表　丸山治章

民教土木
常任委員会 不採択

政党機関紙の庁舎内勧
誘行為の実態調査を求
める陳情書

全国市区町村の庁舎内で、政党機関紙の勧誘等が問題となっており、
その是正のために地方議会 70 か所以上で実態調査及び自粛を求める
陳情が採択され改善されましたが、貴議会において政党機関紙の勧
誘行為に対して心理的圧力を感じている職員がいないかどうか現状
把握に努めてください。

群馬県高崎市島野町

政党機関紙の庁舎内勧誘の自粛
を求める群馬県民の会
上田寿江

総務観光
常任委員会 不採択

請願・陳情一覧および審議結果

８
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12.12

令
和
６
年
草
津
町
中
学
生
議
会
を
12

月
12
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
25
名
の
生
徒

が
出
席
、
町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
、
町
政
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
い
、
自

分
の
夢
、
希
望
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
町

政
に
対
す
る
要
望
や
質
問
を
発
表
す
る
機

会
を
提
供
す
る
と
共
に
、
子
ど
も
の
視
点

か
ら
の
意
見
を
今
後
の
町
政
に
反
映
す
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
生
徒

た
ち
の
質
問
に
対
し
て
、
町
長
か
ら
の
答

弁
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
堂
々
と
発
表
す
る

中
学
生
議
員
の
姿
か
ら
は
、
選
挙
権
年
齢

が
18
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
か

ら
政
治
を
身
近
な
も
の
と
し
て
捉
え
、
町

政
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
こ
う
と
い
う

思
い
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

中
学
生
の
主
権
者
教
育
を
お
支
え
い
た
だ

い
た
、校
長
先
生
は
じ
め
担
当
の
先
生
方
、

保
護
者
の
皆
様
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

中学生議会
草津町の未来に提言

和田采音さん

小・中学校のエアコン設置

草津町の複合型
運動施設について

ショッピングモールなどを作る事
によって、地域の活性化を図る

通学路の整備に関する提案

町民参加型の福祉ボランティア
について

通学するときの費用について

公園の整備について

１班

５班

６班
７班

８班

２班

３班

４班

フリースクールや
進学塾について

9

保
護
者
の
皆
様
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

実際の議会の流れで体験
し、社会の授業でやった
ことが本当に行われてい
るんだと思いました。普
段の生活の中で「こうし
てほしい」と要望を抱く
ことが多いですが、行政
では色々な調整をして願
望を叶えようとしている
と思いました。

ひと言！ひと言！
終えてみて
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議
員
や
議
会
は
何
を
し
て
い

る
の
？
と
い
う
声
を
聞
き
ま
す
。

議
員
の
お
仕
事
に
は
皆
さ
ん

が
よ
く
知
っ
て
い
る
本
会
議
や

委
員
会
に
出
席
す
る
な
ど
の「
議

会
活
動
」
と
、「
議
員
活
動
」
が

あ
り
ま
す
。

「
議
員
活
動
」
は
普
段
に
お
け

る
調
査
研
究
活
動
や
住
民
意
思

の
把
握
な
ど
、
議
会
活
動
を
支

え
る
た
め
の
活
動
で
あ
り
、
ま

た
そ
の
活
動
自
体
が
住
民
福
祉

の
向
上
に
役
立
つ
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

こ
こ
で
は
、
９
月
定
例
議
会

後
か
ら
12
月
ま
で
の
間
の
議
員

活
動
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

議 員活動
報　告

議 員活動
報　告

議場だけが仕事場じゃない！
活動の一部をご報告します
議場だけが仕事場じゃない！
活動の一部をご報告します

9.17 10.8

10.18

11.21

11.5

12.9

草津町戦没者追悼式

吾妻郡町村議会議員研修会

草津小学校　校旗新調受領式

町村議会議員研修会

草津町やすらぎ福祉大会

広報研修会
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小林純一議員

議員が順番に

日頃感じていることなど

自由に書く「忙中感記」。

今回は小林純一議員です。

インターネットを閲覧していると、デジタルデト
ックスという言葉を目にする機会が多くなってきま
した。デジタルを完全に手放して生きようというも
のではなく、より健全にデジタルと付き合っていく
ためのものと定義されているようです。
　携帯電話は出始めのころ、今のように誰もが持て
るような料金ではなく、学生には手が届かない贅沢
品でした。社会人になって数年後、仕事で持たされ
るようになるまで私には無縁の代物でした。それで
も何の不便も感じていませんでしたが、今では外出
時に携帯を持ち忘れると不安になって落ち着かなく
なります。
　朝起きるとまずインターネットでニュースとメー
ルをチェック。SNSに趣味の調べ物や配信動画の
視聴と、インターネットを使いこなしているつもり
で、実は使われている状況。不思議なもので、した
いことをしていただけのはずなのに、いつの間にか
したくもないことを自分に課せられた義務のように
同じことを繰り返す。
　ストレス解消のはずがいつの間にかストレスの元
になってしまいました。便利だなと思って使ってい
るうちはまだ大丈夫、無くて不便だなと思うように
なったら依存症への入り口だと思います。心当たり
があればご注意ください。

◆広報委員会／委員長　直井新吾・副委員長　有坂太宏・委員　小林純一　市川祥史
◆発行/議会事務局　〒377-1792 群馬県吾妻郡草津町大字草津28番地  TEL.0279-88-7191 11

　明けましておめでとうございます。
　令和６年を顧みますと、正月元旦に能登半島地震が発生し、関連
して羽田空港で着陸した日本航空機と海上保安庁機の衝突で航空火
災事故が起こり、９月には能登半島が豪雨災害に見舞われ大きな災
害の年となりました。災害で亡くなられた方、家を失い生活の糧を失
われた皆様に１日も早い復興を願い心よりお見舞い申し上げます。
　草津町では「にっぽんの温泉 100 選」で 22 年連続 1 位となり、
訪れるお客様は 400 万人を数え、この事は黒岩町長を先頭に行政、
観光・商工業、迎える草津町民の皆様が一体となった町作りの賜物
です。
　観光産業は平和産業と言われます。世界では戦争が起こり、国内
では政治が混迷しておりますが、このような時こそ町民皆様が心を
合わせた町作りが大切です。
　議会と致しましても町発展と町民皆様と訪れるお客様の「安心安
全」を目指して議会活動に邁進致します。本年も宜しくお願い申し
上げます。

　　　　　　　　　　　草津町議会議長

2025 年　新年のごあいさつ2025 年　新年のごあいさつ2025 年　新年のごあいさつ2025 年　新年のごあいさつ2025 年　新年のごあいさつ2025 年　新年のごあいさつ2025 年　新年のごあいさつ2025 年　新年のごあいさつ2025 年　新年のごあいさつ2025 年　新年のごあいさつ2025 年　新年のごあいさつ2025 年　新年のごあいさつ2025 年　新年のごあいさつ2025 年　新年のごあいさつ2025 年　新年のごあいさつ2025 年　新年のごあいさつ2025 年　新年のごあいさつ2025 年　新年のごあいさつ2025 年　新年のごあいさつ2025 年　新年のごあいさつ2025 年　新年のごあいさつ2025 年　新年のごあいさつ2025 年　新年のごあいさつ2025 年　新年のごあいさつ2025 年　新年のごあいさつ2025 年　新年のごあいさつ2025 年　新年のごあいさつ2025 年　新年のごあいさつ




